
地域カフェから広がる  分野を越えた地域のつながり

出前の高齢者の集いを開催

新しい集いのカタチ
香椎校区

多々良校区

　香椎校区にある「かしいの森カフェ」は校区にお住まいの森京子さん
が自宅の一部を開放し、地域カフェとして運営しています。カフェは地
域の住民の集いの場として、毎月2回（第1・3日曜日）開催しています。
それ以外に、毎月1回、近隣の障がい福祉サービス事業所「ぽすと（生
活介護）」の利用者たちとの交流も行なわれています。
　この交流は、森さんの「障がいのある方でも気軽に立ち寄れる居場

所になってほしい」という想いと、ぽすと
の管理者の「地域の方に事業所を知って
もらいたい。利用者と地域の方とで交流
がしたい」という想いが繋がったことで始まりました。
　利用者は、事業所での活動後にカフェに立ち寄り、お茶やお菓子を
食べながら地域の皆さんと交流を楽しんでいます。また、毎月２回開催
しているカフェの案内ポスターも利用者が作成しており、可愛らしいイ
ラストがカフェに訪れる地域の方々の癒しになっています。このように
「かしいの森カフェ」では様々な形で地域と事業所との交流を生みだし
ています。
　森さんは「カフェを通じて地域の人と事業所がつながってくれて嬉し
いです。これからも、地域の居場所として工夫しながら活動を続けて
いきたいですね」と嬉しそうに話されました。

　多々良校区は、校区のエリアが広いため、集いの場である公民館に来るのに時間がかかった
り、来ること自体が難しい方がいます。また、ここ数年で、校区内のひとり暮らしの高齢者も多くな
っており、ひとりで家に閉じこもらないようにする必要がありました。そこで、校区社協では、毎年
数回、校区内の集会所をまわり、高齢者を対象にふれあいサロンを出前で開催しています。
　令和5年７月に土井の集会所で行なわれた「ふれあい出
前サロン」では、参加者の自己紹介、保健師による血圧測定
やいきいきセンター（高齢者の総合相談窓口）からの暮らし
に役立つ講話、校区内のサークルによるフラダンスの披露
などがありました。参加者からは「一人で過ごすことが多い
ので、声をかけてもらってうれしかったです」「フラダンスを
みて、元気がでました」との声が聞かれました。

各活動のお問合せは、東区社協事務所までご連絡ください。  ☎643-8922
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

認知症声かけ訓練

自らが持つ技術で地域貢献

三苫校区
　三苫校区社協では、令和５年７月３日に「認知症声かけ訓練」を実施しました。前年の校区ふれあいネ
ットワーク研修会において、「校区内に認知症の人が増えたが、声かけの方法が難しい」という意見が
複数出されたことが、今回の訓練の開催につながりました。
　当日は、校区の町内会長や民生委員・児童委員、地域住民、事業所ネットワークの「みなわネット」など
約50名が参加し、公民館内を５つの地点に分け、認知症の方が困っている状況を設定しました。
　各地点での認知症役は事業所ネットワークの職員が演じ、５班に分かれた参加者は各班で一人ずつ

順番に状況に応じた声かけを行ないました。また観察し
ている間「自分だったらどのように声かけするか」を考え
ていくので、すべての地点を回り終えた時には、参加者
は落ちついて対応できるようになりました。
　参加者からは「様々なケースを体験することができ、
いざというときに実践できると感じた」「これからの地域
活動に活かしていきたい」等の声が上がりました。認知
症の人に優しい校区に、一歩前進出来たようです。

　福岡市社協では、在宅で外出や通院等、一時的に車いすが必要な方や、小中学校の福祉体験
学習等に対して車いすの貸し出し事業を行なっています。
　東区において、この事業を縁の下で支えているのが深見照文さんです。深見さんは、東区箱崎
でバイクの販売や修理を行なう「深見商会」を営む傍ら、東区社協で管理している車いすのメンテ
ナンスを長年に渡り無償で対応してくださっています。
民生委員・児童委員としても16年間活動している深見さ
ん。町内会長や保護司、民生委員・児童委員をしていた
祖父から子どもの頃に言われた「将来、人を助けられる
余裕があれば、助けてあげなさい」という言葉を今も大
切にしているそうです。
　「たまたま自分がこのような仕事をしていて、持ってい
る技術が少しでも地域住民の役に立てば嬉しい。身体が
動く限りはやっていきたいね」と笑顔で話されました。
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